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要約

2008 年 5 月、2009 年 3 月に 2 農場で、BRSV 病が発生。有効薬剤の投薬で発生は終息

し、対策として適切な飼養衛生管理や子牛へのワクチン接種を実施した。また管内農場 162

頭の成牛の BRSV 抗体検査を実施したところ農場によっては過去に流行を疑う等のこと

が判明した。また 4 農場 13 頭のおとり牛を用いて BRSV 追跡調査を実施したところ、各

農場において BRSV の流行は確認されなかった。

呼吸器病発生農場において、呼吸器病ウイルスの抗体調査に基づく対策により発生は終

息したが、各農場において子牛の移行抗体消失時期の見極めが困難である。今後の呼吸器

病対策として、ワクチンの接種適期や抗生物質の選択等、農場全体を把握した対策が必要。

・はじめに

牛呼吸器病感染症は死亡による直接的な損失のほか、発育遅延・廃用などによる経済的

な損失も大きいため、効率的な衛生対策が求められている。

今回、牛 RS ウイルス（以下 BRSV）病が発生した２農場の衛生対策及び呼吸器病発生

に備えた、管内農場における呼吸器病ウイルスの抗体検査を実施。また農家への立入り検

査時において、その指標となる立入り検査等のフロ－を作成した。

・発生農場対応

１） 2008 年 5 月 19 日に自家産子牛１頭（７

カ月齢・♀）が、２週間前より発熱、咳を呈

し死亡し、また同居牛へ同様の症状が蔓延し

た旨の連絡を受け病性鑑定を実施した。病性

鑑定の結果、牛 RS ウイルス病と診断され、

飼養衛生管理や有効薬剤、抗体保有状況等か

らの問題点把握し対策を実施した。その結果、

発生は終息しその農場において、現在まで再

発も起きて無く良好な発育を示している。当

該農場の対策後の経過について、発生前は衛

生対策を実施していなかったが、発生後は家畜保健衛生所の指示した衛生プログラムを確

実に実施しており、農家の衛生意識の向上が認められている。農場内でのウイルスの動き

を８頭のおとり牛を用いて、6 月 8 月 9 月の３回行ったところ、農場でのウイルスの流行

は確認なれなかった。（表－１）また、その際に BRSV ワクチン接種牛で移行抗体により、



ワクチンテイクがされなかった個体が確認さ

れたため、適切な時期でのワクチン接種の必

要性があった。そこで 5 日齢から 72 日齢ま

での 20 頭の BRSV の抗体検査を実施したと

ころ、移行抗体にバラツキがあった為、現在

は一定日齢でのワクチン接種ではなく、事前

に BRSV 抗体検査を行い個体毎に適期に接

種している。（表－２）

子牛市場出荷体重と体重/日齢の推移では、

呼吸器病発生後は、体重/日齢の低下を出荷

日齢で補っていたが、出荷体重の低下が顕著

になっていた。対策による呼吸器病低減後、

体重/日齢および出荷体重の増加が認められ、

子牛の発育向上による経済的効果を見ると出

荷体重（10kg 当たり単価）♂ 12527 円、♀

：10407 円の収益が認められ、ワクチン接種、

初乳製剤等の投入可能な衛生対策経費の算出

出来ている。（図－１）

２）2009 年 3 月 B 農場の子牛群が、発熱・

鼻汁・発咳を呈する呼吸器症状呈した旨の連

絡を受け病性鑑定を実施した。まず 15 頭の

子牛とその母牛の、牛ヘルペス 1 型ウイルス

(BHV-1)パラインフルエンザウイルス 3 型

(PIV-3)、牛アデノウイルス 7 型(Ad-7)、牛ｳ

ｲﾙｽ性下痢ｳｲﾙｽ 1 型(BVDV)、牛ｺﾛﾅｳｲﾙｽ型

(BCV)の抗体検査を実施したところ各ウイ

ルスの流行は確認されず、母牛の抗体につい

てはその抗体価にバラツキが見られた。（表

－３）

また、BRSV の抗体検査と細菌分離成績に

おいては、子牛 15 頭中 7 頭に BRSV 抗体の

有意上昇が認め、鼻腔スワブより Pasteurella

multocida （P.m）が分離された。今回の呼吸

器症状蔓延の原因として BRSV・P.m が関与

していると診断した。対策として P.m に有

効な薬剤である、ｱﾓｷｼｼﾘﾝの投薬を行い呼吸

器症状は沈静化した。しかしながら母牛の抗

体保有状況は、BRSV 抗体についても他のウ

イルス同様にバラツキが認められた。（表－

４）



当該農場での対策として、まず、母牛の全

頭検査（61 頭）実施し抗体の低いものにつ

いてワクチン接種を行うことにした。母牛で

は、中和抗体価 32 倍以下が 18 頭、64 倍が 7

頭及び 128 倍以上が 37 頭とバラツキを認め、

そこで、母牛の抗体が低いものに 10 頭に不

活化ワクチン接種し、母牛のバラツキを抑え

移行抗体を一定レベルに揃え、農場全体の母

牛の抗体レベルはほぼ高いレベルで揃ってい

ると思われる。（表－５）

次に、19 頭の子牛を用いて、移行抗体の

推移及び農場内での BRSV の流行を調査し

た。その結果、子牛の調査では移行抗体を保

有しないもの及び母牛抗体が高いものについ

ては子牛の移行抗体も高く、3 ヶ月齢を経過

しても 16 倍以上の抗体を保有していた。子

牛の追跡調査ではウイルスの流行は確認され

なかったが、移行抗体を保有しないものや高

い抗体価を保有する等のバラツキを認めた。

そこで、10 月 19 日に BRSV の生ワクチンを

接種し、抗体の動向をみると、ワクチン効果が認められる抗体価の上昇や、ワクチン効果

の認められない個体が確認された。現在の取り組みとして、母牛では不活化ワクチン接種

により抗体レベルを高く揃え、子牛においては移行抗体状況により生ワクチン接種により

感染防御を行う等の対策を行っている。（表－６）

・管内農場における牛 RS ウイルス抗体検査

１）疾病発生に備え 6 農場 162 頭の成牛に

おいて、BRSV,PIV-3,BCV,BVDV,Ad-7 等呼吸

器病ウイルスの抗体検査を実施した。

農場のウイルス抗体保有状況を、各ウイル

スごとに比較してみると、BCV については、

農場ごとに特に差は認められず、保有状況も

良好であった。BHV-1 については他農場と

比較して E、F 農場が低く、PIV-3 について

は B 農場が低く、Ad-7 については A 農場が

低い傾向が認められた。さらに、近年の発生

状況から最も重要視すべき BRSV については、C 農場のように低い農場もあり、農場間の

BRSV 保有にもバラツキが認められた。

このように、牛呼吸器病ウイルス保有状況は、農場ごとに差が見られるだけでなく、各

ウイルスごとにも差が認められることから、疾病発生前に抑えるべきポイントが、農場ご



とに異なるこということが言える。本調査は

農場毎にウイルスの動向を掴むことができ、

農場毎の状況把握が重要であると思われ、ま

た呼吸器病発生時おける pre 血清としての役

割を果たせると思われる。（図－２）

２）4 農場 13 頭の子牛において、おとり牛

を用いて 6，8，9 月に BRSV の追跡調査を

実施した。その結果各農場において BRSV

の流行は確認されなかった。（表－７）

・呼吸器病発生時の立入り検査フロ－の作成

農家への立入り検査時において、各疾病毎

の病性鑑定マニュアルは有るが、本マニュア

ルは個別疾病の検査チャ－トであり、呼吸器

病等の症状による検査フロ－ではない。その

ため当家畜保健衛生所において、今まで得い

られた材料・症例等を検討し検査立入りマニ

ュアル（フロ－）作成し、迅速・的確な採材

や検査、診断指導に努めている。（図－３）

近年の多頭飼育に伴い、群単位の呼吸器病

発生により従来の個体診療では困難な状況で

あり、群全体の良好な免疫状態で呼吸器病を

ｺﾝﾄﾛ-ﾙしなければならない。第一のポイント

は適切な飼養管理を実施し、気候要因や密飼

いから守ることが重要である。第二のポイン

トは、ウイルス疾病を予防することである。

特に、今回の調査で解ったこと、BRSV 対策

において、抗体の半減期は約１ヶ月で、中和

抗体価８倍ではテイクしないことを念頭に入

れた、ワクチンの接種が重要である。（図－

４）

・まとめ

牛の呼吸器病は今日の畜産業界における抗生物質やワクチンの利用・普及ににもかかわ

らず、未だ罹患率や死亡率の高い原因の一つにあげられ、子牛の経済的に最もダメ－ジの

大きい疾病である。

牛の管理は養鶏や養豚と異なり、その飼養規模から、個々の個体を管理、診療する個体

管理が基本であったが、近年の多頭飼育に伴い、特に疾病面ではストレスによる群単位の

呼吸器病の発生により従来の個体診療では有効性、経済性の面からも対応が困難な状況と

なってきており、群全体の免疫状態を良好な状態で確保することが、最も重要であると思



われる。各種呼吸器系ウイルス（BRSV、PI3、Ad-7、BVD・MD なは主として肺炎に至る

一次感染病原体として重要であり、感染予防がもっとも重要である。

牛の呼吸器病を防ぐ第一の防御ポイントは、ストレスを軽減することである。適切な飼

養管理を実施し、外因ストレス、気候要因や密飼い、粉塵から守ることが重要であり、適

切な衛生管理、換気を行い、子牛を、慎重に扱うことが大切である。第二のポイントは、

ウイルス疾病を予防することである。ワクチンを適切な時期に接種することによって IBR、

BVD・MD、BRSV、PI3 のような呼吸器ウイルス疾病を予防することが可能である。

今回発生農場での対策では、種々の調査及び対策を実施して発生は収まり、農家の衛生

意識の向上も認められた。また、各農場において子牛の移行抗体消失時期の見極めが難し

くため、ワクチンの接種適期や抗生物質の選択など農場全体を把握した対策が必要と考え

る。また治療以上に大切なものは予防であり、今後飼育管理やワクチンを適切な時期に接

種することによって予防的対応を十分に取り入れた総合的な群管理が必要である。


